
総会報告

　5 月 19 日に年度当初のクラブ総会を

開催しました。 出席者 17 名、 委任状

提出者 12 名の合計 29 名と、 正会員

全員参加での総会となりました。

　今年度は、 役員の改選はありません

が、 一部担当役割変更を行いました。

　総会審議にて決定した今年度の事業

予定は次のとおりです。

・ 定例観望会 （年度内 13 回）

・ 会報発行 （年 4 回）

・ 合宿交流会 （10 月開催）

・ 新年会 （1 月開催）

・ 四国遠征 （夏頃）

・ 外部事業協力 （倉敷科学センター

天文台公開事業 （６回）、 津高公民館

（観望会３回）、美咲町加美小学校 （講

話＆観望会１回）、 岡南公民館 （講話

＆観望会１回））

統計情報

過去 3 ヶ月 （2013/5 ～ 2013/7） の件

数等の報告

▼ホームページ

・ サイト全体の Page View　 21,926 PV

　※対前四半期比で約 8.4 % 増

▼問い合わせ ・ 入会等

・ 3 件　　※ HP フォームからのもの

▼メーリングリスト利用状況

・ 554 件

　※対前四半期比約 10% 減

▼会員数

前四半期中に正会員 1 名、 準会員 3

名増があり、 2013 年 7 月末時点の会

員数は、 正会員 31 名、 準会員 43 名

の合計 76 名となりました。

■活動状況

イベント

▼定例観望会

・ 2012/6/8

吉備中央町岩倉公園観望地で予定さ
れていた観望会は、 天候不良のため
中止となりました。

・ 2013/7/20

場所 ： 瀬戸町宗堂観望地

参加者 ： 会員 22 名、 一般 4 名の合

計 26 名。

雲に覆われて、 月と一等星くらいしか
見えない天候でしたが、 なんとか観望
会を催行できました。

・ 2012/8/4

名称：後楽園幻想庭園星空観察会 （支援）

場所 ： 岡山後楽園

会員 11 名参加

曇り空で星が見えないなか、 晴れを

待って待機しました。

▲幻想庭園星空観察会

天体ガイド

第１０回　昼空のすすめ

　今このあすとろ通信をご覧のみなさ

んは、 普段から夜空を眺める機会が

多い方々だと思います。 季節ごとに変

わる星空、 宇宙の神秘を身近に感じ

ロマンを描く。 たまには流れ星なんか

も見えたりして、 それはそれは素晴ら

しいものです。

　夜に見上げることの多い空、 昼間は

また違った一面をもっています。

　吸い込まれそうなほどの青空。 刻一

  
近々のクラブイベント

　
９月７日 （土）　　定例観望会
　赤磐市是里　是里農村公園

月齢　1.6 19:06 入

１０月５日 （土）　定例観望会
　吉備中央町岩倉公園

月齢　0.1 　17:41 入

１０月１３日（土）　～翌日 合宿交流会
　開催地未定
　会員限定イベント

月齢 　8.1　 月没なし

１１月２日 （土）　定例観望会
　美作市大芦高原

月齢 28.1　 4:46 出

※開催場所など変更になる場合が
あります。詳細はホームページトピッ
クスにて開催日近くにご確認くださ
い。

■連載記事



刻と変化する雲。 少し気分の落ち込む

雨空。 昼間の空は、 常に変化しながら

毎日違う表情を私たちに見せてくれま

す。

　そんな昼間の空。 少し意識して観

察するだけで、 非常に興味深い対象

になります。 今回は少し趣旨を変えて

「雲」 についてです。

雲のできかた

　空に浮かぶ雲、 その正体は空気中

に浮かぶ水滴や氷の粒です。 これらが

太陽の光を反射することによって、 白

い 「雲」 として見ることができます。

空気中に水滴や氷の粒が発生する為

には、 いくつかの条件が必要です。

まず、 水蒸気を含んだ空気が高さ 15

キロあたりまで上昇する必要がありま

す。

　空気が上昇する条件としては

・ 地上の空気が暖められることにより発

生する対流

・ 山などにぶつかり、 斜面にそって上

昇する

・ 寒気と暖気がぶつかることにより押し

上げられる、 など

　上昇した空気は、 気圧の変化によっ

て温度が下がることで凝結し水になり

ます。 さらに温度が下がると氷の粒に

なります。 こうしてできた水滴や氷の粒

は、 重力により地上に落ちようとします

が、 0.1 ミリ以下と非常に小さくて軽く、

上昇する空気の力によって浮かんだ状

態になります。 こうして雲はできあがり、

水滴が大きくなり重力が強くなると雨と

して地上に降り注ぎます。

雲の種類

　雲は発生する高さや、 風などのさま

ざまな影響を受けいろいろな形に変化

します。 「入道雲」 や 「うろこ雲」 など

と名称でよばれることがありますが、 い

くつかの条件によって細かく分類されま

す。

　現在は世界気象機関 (WMO) により

10 種類に区別されています。これを「10

種雲形」 とよび、 雲を分類するうえで

の基本になります。 私たちの目にする

雲は、 飛行機雲などの人工的な物を

除いて、 この 10 種類のどれかに含ま

れます。 10 種雲形は、 まず雲の発生

する高さで 「下層雲」 「中層雲」 「上

層雲」の３種類に分類されます。そして、

かたまっているのか広がっているか、 さ

らには降水を伴うのかどうかで分けられ

ます。 こうして大きく 10 種類に分けら

れた雲は、 そこから細かな形や特徴に

よって細分化され、 最終的に 100 種類

ほどに分類されます。

　10 種雲形の名前は、 どれも似ていて

紛らわしいので覚えるのは大変です。

しかし、 名前の付け方にはルールがあ

りますので、 これを覚えていれば迷うこ

とは少なくなるでしょう。

・上層雲は名前の先頭に 「巻 ( けん )」

が付き、 中層雲は 「高」、 低層雲は何

もつかない

・かたまり状の雲は 「積」、大きく広がっ

たものは 「層」 がつく

・ 降水を伴う雲は 「乱」 が付く

　空高くに広がるうっすらとした雲は、

巻＋層＝巻層雲となります。 また、 低

くぽっかりと浮いた雲は、 何もなし＋積

＝積雲となります。

　積乱雲と乱層雲は非常に背の高い雲

であり、 層をまたいで形成されるので

高さだけで判別するには注意が必要で

す。

　雲の種類は非常に多く、 2 つとして

同じ雲はない、 そして境界が不明瞭で

す。 100 種類を実際に観測し判別す

るのは大変なことです。 それでも 10 種

雲形くらいであれば、 条件を順番にあ

てはめてやれば今自分が見ている雲

がどのような雲なのかわかるでしょう。

さらに知識を深めれば、 今空でどのよ

うなことが起こっているのか、 これから

天気がどのように変化するのかをある

程度予測することができるので、 夜の

天文活動も捗ることでしょう。

　普段星を見る際に、 雲は邪魔な存在

かもしれません。 しかし、 雲を意識して

観察するだけで、 忌々しい存在から興

味の対象に変わるかもしれません。

そうなれば、 いつだって空を見上げれ

ば楽しい気分になれるでしょう。

最後に私が言いたかったことは、

「いつでも空はきれいだなあ」

巻雲

上層雲のひとつで、 雲の中で最も高い

位置に発生し 「すじ雲」 などと呼ばれ

ています。 上空に強い気流が発生す

る、 春や秋によく見ることができます。

下の写真は 「もつれ雲」 とよばれ、 巻

雲のなかで一番目にする形です。 ハケ

でなぞった様な雲が、 さまざまな方向

を向いて入り乱れている状態です。 逆

に、規則的に並んだ状態では「鉤状雲」

「毛状雲」 などとよばれます。

高積雲

中層雲のひとつで、 雲のなかで最も表

情豊かな雲です。 「ひつじ雲」 とよば

れることが多いですが、 実際にひつじ

のように見えるものは少なく、 バリエー

ションは 11 種もあり判別が一番難しい

雲です。 下の写真は 「半透明雲」 と

よばれ、 比較的厚い雲である高積雲

の中では珍しい状態です。 太陽の光

を遮るほどに、 雲が厚みを増し高密度

になると 「不透明雲」 とよばれます。

大気光学現象

雲などによって、太陽や月の光が反射、

屈折、 回折などの干渉を起こすことに

より見える現象です。 一般的に水滴に

よるものを「虹」、氷の粒によるものを「暈

（かさ）」 とよびます。 このほかにも形

状や見え方により、 多くの種類が存在

します。

光芒

形のはっきりした雲の隙間から光が漏



御所の方がおられます。 本当は、 そ

の方々に教えていただきたいテーマで

すが、 私のつたない経験から、 だれで

も撮れること知っていただきたくて、 今

回まとめてみました。

○星景写真の魅力と撮影準備
星景写真は、 デジイチと三脚と電子

シャッターさえあれば撮影できます。

北天に向けて 5 分もシャッターを開け

れば、 日周運度する星空を撮影できま

す。 私は初めて空の星が回転する写

真が撮影できた時、 本当にうれしい気

持ちになりました。 目に見えない星の

動きが風景とともに映し出されることは、

私にとっての星景写真の魅力の一つで

す。

 　そこに、 どのような風景を重ね合わ

せて絵を作るかを考えること自体が楽

しいときです。 時間とお金をかけて遠く

にでかけなくても、 日常の生活してい

る場所でも思わぬ効果が出た写真を撮

る場合もあり、 イメージを常にもってい

れば、 どんなところでも星景写真は撮

影できます。

そこで私のこれまでの撮影場所をもと

につづってみたいと思います。

○身近な風景を撮る
　街中で撮影するのと田舎で撮影する

れ、 光の筋が見える現象です。 比較

的低い位置の雲によって見えます。「天

使のはしご」 や 「天使の階段」 などと

よばれることもあります。

暈（かさ）

高い位置の雲に含まれる氷の粒によっ

て光が曲げられ、 太陽や月を中心に

光の輪ができる現象です。 見える大き

さにより 「内暈」 や 「外暈」 などとよ

ばれることもありますが、総称して 「暈」

「ハロ」 とよばれることが多いです。

空高くに薄い雲が広がっているときが

チャンス。

執筆と写真 ： イノウエシゲル

うんちくあれこれ

第 18 回 「星景写真の魅力」

　ここ最近のデジタル一眼カメラの性

能と比較明合成の画像処理技術のお

かげで、 40 年前私が天体写真に目

覚めたころでは撮影できなかったよう

な星空と風景の写真が簡単に撮影で

きるようになりました。 40 年前はフィル

ムカメラを三脚にセットしてレリーズを

使って星空の写真を撮影していまし

た。 コダックのトライ X という白黒フィル

ムが ASA400 で中学生の自分では最

も感度のいいフィルムでした。 大人は

リバーサルフィルムを使ってとてもきれ

いな星景写真を撮影されており、 毎月

の天文ガイドを見るのを楽しみにして

いました。 一発撮りの魅力もあり、 今も

CANONFE を大事に持っています。 い

つかはとも思いますが、 やっぱりデジ

イチの手軽さに負けてしまっています。

 ◆写真から取り込んだヘールホップ彗星

　岡山アストロクラブにも星景写真の大

のでは、 かなりロケーションも変わって

きます。 私の場合、 大都会大阪の光

害の影響のあるところに住んでいます

が、 目の前に山があり、 歩いて公園に

行くと大阪の夜景が見えます。 そんな

郊外の場所を生かした星景写真を考え

ています。 明るい星座を入れることで

絵が生きてきます。

○都会の星空を撮る
　大阪市内でも星を撮影することがで

きます。 それが大島会長が作成した

フリーソフト 「SiriusComp」 ｼﾘｳｽｺﾝﾎﾟ

（http://phaku.net/siriuscomp/）を使っ

た比較明合成です。 明るい空なので

IOS400 くらいで 10 秒から 20 秒のシャッ

ター時間で連続撮影します。 それには

インターバルタイマーコントローラーが

あれば簡単に撮影できます。 それを比

較明合成すれば、 肉眼で確認できな

かった星の軌跡が見えてきます。 風景

はやはり有名な建造物を入れることで

写真が引き立ってきます。 これまでに

大阪城、通天閣、海遊館、中之島公園、

梅田駅周辺などで撮影しました。 今は

グランフロント大阪をうまく使った星景

写真を考えています。

 

○季節を織り込む
　その季節のものを取り込んで作品に

していくことが風景写真では一般的で

す。 もちろん星景写真も同じで、 春の



桜や田植え前のたんぼ、 初夏の蛍、

秋の紅葉、 冬の雪景色など自然の営

みを星空とともに織り込んでいくことが

できればと思っています。

 

○旅の空を撮る
　やはり、 旅の空は刺激的です。 すご

くきれいに晴れれば心わくわくしてきま

す。 暗い空ならなおのことです。 ポタ

赤を持っていけば天の川が流れてい

るのがはっきり分かる写真ができます。

ニュージーランドなど海外旅行に行っ

てみたいですが、 今までの私の旅の空

のベスト 3 を上げたいと思います。

3 位…徳島県 美波町 ( 潮吹展望台 )

 ◆空が暗いとたくさんの星が写る

のでサソリの形が分からなくなって

しまいます。

2 位…山口県 秋吉台

◆ポラリエを使って 3 分間露光。そ

の間に、カルスト地形をストロボ発光。

同率 2 位…奈良県大塔町

 ◆東の空からオリオン座が昇って

きました。

1 位…長野県 志賀高原 （峠渋）

 

◆霧で全く見えなかったのに突然晴

れて車のライトが偶然柱を照らした

ところを撮影

よい空とよい風景、 旅先ですので、 も

ちろん天候が大きく左右するものです。

それをうまく味方につければ、 思わな

い効果的な写真となることと思います。

○運が大事？

　この写真は、 大阪湾を一望できるコ

スモタワーからパンスターズ彗星の撮

影に出かけました。 霞のためあきらめ

かけた時に、 隣の人が 100 円双眼鏡

で見つけて親切に教えてくれたので撮

影できました。

 

最後の写真は星が写っていません。 ア

ストロクラブ初の合宿に参加したときの

ものです。 しだいに空が暮れてきまし

た。 みなさん待ちきれずに機材を準

備しているときに撮影したワンシーンで

す。

 

星待ちの人～秋の夕暮れ～

写真っていうのは心のワンシーンを切り

取る作業だと思います。 毎日撮影に行

くことができるわけでないので、 タイミン

グというか 「運」 を味方にして、 これか

らもっとインパクトのある星景写真を撮

会員紹介 「ｕｋｉｓｕ」

　ukisu で す。 2010 年 の 9 月 に OAC

に入会してから早いもので 3 年が経と

うとしています。 今回は会員紹介という

ことで何を書いていいものか悩みました

が私が天文に興味を持ったきっかけと

OAC に入会するまでのいきさつを簡単

に書きたいと思います。

　最初に天文に興味を持ったのは小学

生の頃でした。 兄のお下がりの小学生

向けの科学系の本や雑誌をよく読んで

いた覚えがあります。 中でも科学雑誌

の Newton が好きでした。 もっとも、 文

字はほとんど読まずにイラストを見るば

かりでしたので、 読んでいたと言うより

も、 見ていたと言った方が正しいと思

います。 それでも宇宙に関する記事は

何度も同じページを見返し、 宇宙の壮

大なスケールに胸を高鳴らせていまし

た。 未だ解明されていない謎の多い未

知の世界という不思議さに惹かれたの

だと思います。

　しかしながら、 本格的に興味を持つ

には至りませんでした。 当時、 家には

望遠鏡があったのですが、 この望遠鏡

で様々な天体を見てみたいなどという

考えには至りませんでしたし、 夜空を

見上げて星座に想いを馳せるなんてこ

ともありませんでした。

　それよりも友人達と草むらで虫を捕ま

えたり、 川の生き物を捕まえる事の方

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★



ほど続きます。

　１年ほど空白の期間が経ったある日

のこと。 職場で親交のあったレインボー

氏と雑談中にレインボー氏が空を見上

げながら 「星見に行きてーな」 とボソッ

と呟いたのです。 普段ならそのような

呟きはスルーする私ですが、 また機会

があれば星を見たいと思っていたことも

あり、 その呟きに興味を示しました。 レ

インボー氏は熱心に誘って下さり、 詳

しく話を聞くと、 OAC という天文同好

会で皆で集まって観望会をしている。

すごい機材が立ち並んでいるとのこと。

私は非常に興味を持ち、 その観望会と

やらに是非行ってみたいと思いました。

それから程なくして何度か観望地へ連

れて行っていただきました。

　そこでは確かに見た事のない機材が

たくさんあり、 特に大型のドブソニアン

のインパクトに圧倒されました。 こんな

でかい望遠鏡で星を見るのか、 この人

達は本気だと感じました。 そしていくつ

か天体を見せていただき、 何か球状

星団を見せていただいた時に強い衝

撃を受けたのをよく覚えています。 あ

の星一つ一つの粒々感、 とにかく美し

く、 こんな天体も見る事ができるのかと

非常に感心しました。

　もうこの時点ですっかり宇宙に魅了さ

れてしまいました。 自分でもあんな星

雲 ・ 星団が見たいと思い、 早速望遠

鏡を注文。 口径 25cm のドブソニアン

望遠鏡を購入しました。

　そして星見をこれからじっくり始め

てみようとやる気満々になった私は、

OAC に入会させていただくこととなりま

した。

　入会後しばらくして、 一眼レフカメラ

での星景写真撮影に手を出すことにな

ります。 きっかけとなったのは OAC の

観望会でした。 ポタ赤で追尾撮影され

ている方の撮りたての写真をモニター

で見せていただきまして、 こんなに素

敵な写真が撮れるのかと、 またもや感

心し、 どうしても星空の写真が撮りたく

　

発行元： 岡山アストロクラブ
発行日： 平成２５年８月１４日
執筆：
　「天体ガイド」イノウエシゲル
　「うんちくあれこれ」カワニシ
　「会員紹介」 ukisu
編集：T#
次号発行予定： 平成２５年１１月
執筆予定：
　・天体ガイド　Ｇｕｍｂｏ
　・うんちくあれこれ　ｈａｗｋ
　・会員紹介 　ｎｏｎｋａ
編集人より
暑い日が続きます。秋を迎える
とアイソン彗星が本番を迎えま
す。楽しみにしたいですね。
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オライオン XT10

初めて撮ったオリオン座

なった私は気付いた時にはカメラを購

入していました。 続いてポタ赤や三脚

など必要な機材を買い揃え、 喜び勇

んで最初に追尾撮影したのはオリオン

座。 露光を終えてモニターに映し出さ

れたオリオンの周りには肉眼では見え

ない小さな星々がこれでもかと言わん

ばかりに写っています。 三つ星の下に

は M42 もちゃんと写っていて、 こんな

にも撮れるものなのかと一人で大興奮

しました。

　こんな感じで今は眼視と撮影を楽し

んでいます。 まだどっぷりと星の世界

に浸かっているとまでは言えませんが、

片足ぐらい突っ込んでいる状態でしょ

うか。 これからもぼちぼちマイペースで

やって行きたいと思っています。

それでは簡単ではございますがこれに

て私の会員紹介とさせていただきます。

今後ともよろしくお願い致します。 一緒

に星を楽しみましょう！

執筆と文中写真 ： ｕｋｉｓｕ

が楽しかったのでしょう。 そちらの方面

にかなりの情熱を注いでいたと思いま

す。 中でもカブト虫がとても好きでした。

私だけではなく、 当時カブト虫に興味

の無い男子はいなかったと思います。

あのずっしりとした重厚感のある黒いボ

ディに皆が惹かれていました。 夏にな

る度に皆でカブト探索に繰り出していた

ことをよく覚えています。 しかし野生の

カブトはレアな存在で、 そう簡単には

見つかりません。 隣町にカブトの集ま

る場所があると聞きつけては自転車で

遠征したりもしましたが、 なかなか捕ま

える事ができなかったものです。 小学

生の行動範囲程度ではなかなか見つ

からないんですよね。

　少し話が逸れましたが、 とにかく、 初

めて宇宙に興味を抱いたのはこの頃で

した。

　その後もなんとなく興味はあったもの

の何か行動に移すようなことは無く、 空

白の十数年が過ぎて行くこととなりま

す。

　そして 20 代も半ばを過ぎようとする

頃、 ある筋から望遠鏡を入手します。

口径 10cm くらいの反射望遠鏡で赤道

儀に載っていました。 一通り組立てて、

真っ白な鏡筒をまじまじと眺めていると

少年期に抱いていた宇宙へ興味が再

び湧いてきて、 この最新式の望遠鏡で

夜空の星を見てみたいと思いました。

取りあえず最初に見るのはやはり月で

す。 アイピースを覗いた瞬間、 感動し

ました。はっきりと見える月の地形、ずっ

と見ていても飽きません。 これは面白

い。 いいものを手に入れたと気を良く

した私は、 繰り返し月を見たり、 木星

や土星も見ました。 木星は綺麗に縞模

様が見えましたし、 衛星もちゃんと見

えたのでこれにも興奮しました。 土星も

綺麗に見えるのですが、 想像していた

より小さいなという印象でした。 付属品

のプラスチックで出来たバローレンズを

使ってみましたが、 大きくなるだけでお

世辞にもシャープに見えるとは言えず、

この望遠鏡じゃこんなものなのかなと少

しがっかりしました。

　ともかく一通り思いつく天体の観察を

終えてまあ満足だったのですが、 次に

何を見ればいいのかが問題でした。 恒

星を見たりもしましたが色の違いが分か

る程度で見応えはありません。 月を見

ても最初に見た時の様な感動はありま

せんし、 はっきり言って飽きてしまいま

した。 そして、 再び空白の期間が 1 年


